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下大和田・小山町谷津田だより －2023 年 ３月号 No.253 号－ 

【活 動 報 告】 
＜下大和田での活動＞  

第 277 回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い 2023 年 ２月 ５日（日）晴れ 報告：平沼勝男 

天に恵まれ、風もなく穏やかな陽気となりました。しかしＹＰＰ田

んぼをめぐってアカガエルの卵塊を探しましたがありませんでした。

マイ田んぼにもありませんでした。今年は寒いせいでしょうか、産卵

はまだ先のようです。観察会の目的を野鳥観察に切り替えることにし

ました。 

まだ田んぼにいるときでした、我々の頭のすぐ上をオオタカが通り

過ぎました。この日は暖かくなったせいか野鳥の出現が多く、我々を

楽しませてくれました。 

観察会の後に、最近初めた畑を見に行きました。この日は開墾した場

所に畝（うね）を２列つくり、マルチシートをかぶせていました。その他にもう１名は台地の上の畑に通ずる

階段の整備をして頂きました。余った時間で、東屋の整理整頓をしました。最近譲って頂いた唐箕にビニール

シートをかぶせ、そこに保管するためです。片付け中に冬眠中だったヤモリが見つかりました。みんなで飼育

ケースに入れて観察しました。内容豊富な楽しい観察会になりました。 参加者１１名（大人１０名、小学生１名） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
下大和田 森と水辺の手入れ 「アカガエルの卵塊調査とジャガイモの植え付け」 

2023 年 ２月１９日(日) 晴れ  報告：平沼勝男，写真：田中正彦 
急遽、ニホンアカガエルの卵塊調査をすることにしました。今年の産

卵の初日ははっきりしていて２月１２日の夜です。その日の日中、私は

所用でＹＰＰ田んぼに行きましたが、その時は卵塊はゼロでした。マイ

田んぼも同様でした。 
翌日の 13 日の朝、メンバーの田村さんから卵塊があるとの報告があ

りました。マイ田んぼとＹＰＰ田んぼで 50 個くらいありそうとのこと

でした。これで産卵の初日がわかりました。卵塊調査の結果、ＹＰＰ田

んぼに 53 個、マイ田んぼに 33 個、花澤さん田んぼに 45 個、合計 131
個という結果でした。最近はウシアエルやアライグマによる食害の影響

が心配されます。これから３月まで産卵は続きます。今後の卵塊数の増

加を切に望みます。卵塊調査終了後、休憩をはさんで谷津田畑作り（ＹＨＰ）をしました。この日はジャガイモの

種イモの植え込みです。畑の上にひいたマルチシートに等間隔で穴をあけ、その中に種芋をいれていきます。スタ

ッフの適切な指導の下、分業体制であっという間に植え込みが終わりました。６月の収穫が楽しみです。 
参加者１１名（大人８名、小学生２名、幼児１名） 

＜小山町での活動＞  

☆２期の活動 報告：たんぽぽ 
イノシシに散々荒らされてしまった畦でしたが、整備をコツコツと継続してまいりました。苗代作りまで２か月

を切り、また２月期にはアカガエルの産卵が始まるため、小学校田んぼと並行して、例年アカガエルの産卵の早い

田んぼ周りを優先して、畦と水路の修復作業を進めました。２月 23 日には一旦寒さが緩んだせいか、イノシシの

足跡をみかけました。毎日の見回りとこまめな修繕をよりていねいに行わなければなりません。 
☆小学校味の噌仕込み授業３年ぶりに実施 (大椎小,2 月 6 日 あすみ小,2 月 9 日) 報告：赤シャツ親父 

コロナ禍の影響により一昨年は中止、昨年は先生とスタッフにより再開された味噌仕込みでしたが、今期は児童

参加の授業として３年ぶりに復活することができました。自分たちが収穫したお米の一部が、大網の糀屋、藤屋さ

んの手により真っ白な米糀に変身した姿で現れると、子どもたちは、独特な香りと見かけに大変驚いた様子でした。

思い思いの気持ちを込めて完成した味噌樽は先生に託され、約８か月の眠りにつきました。なお、このお味噌とは、

６年生の家庭科の授業で再会し、お味噌汁が作られるとの事です。 
☆第 212 回 小山町ＹＰＰ「畦の整備３」 2023 年 ２月２５日（土） 報告：赤シャツ親父 

苗代作りまで約一月となった同日、久しぶりに男手３人がそろったこともあり、畦修復を加速。懸案であった箇

所はあざみ谷棚田の落差のある畦からの盛大な漏水、および、イノシシに完全崩壊された小山田んぼ最長の畦(約
50m)擁するアカガエル田んぼ。前者は土嚢駆使した大オペにて迅速に修繕。後者は、皆で黙々、鍬振り畦切り泥上

げ、約 80m。その夜は良く寝れた。                      参加者４名（大人４名） 



 

【谷津田・季節のたより】 2023 年 ２月 

＜下大和田町＞ 報告：田村光範 

暖かい日と田んぼが凍るような寒い日が交互にあり、少しづつ春の足音が近づいてきました。 

今年は雨が少なく、なかなかアカガエルの産卵が始まりませんでしたが、2月中旬に若干の雨が降り、

ようやく始まりました。ウグイスのさえずりも聞こえるようになってきました。 

田んぼに設置しているカメラには、タヌキやイタチ、野うさぎ、アライグマ、さらには全国的にかな

り数が少なくなっているキツネ？らしい動物も写っていました。 

谷津田は、日中では見かけることのない動物達の貴重な生息地になっているんですね。 

＜小 山 町＞ 報告：たんぽぽ 

2/2 先月半ばより度々飛来していた新顔さん、クサシギと判明。 
2/13 昨夜より寒さ緩み、雨の朝。アカガエル初産卵。 
2/17 オオイヌフグリが青紫の絨毯のようにたくさん咲く。 
2/23 ウグイスの囀り、小山初鳴き。コジュケイの群れ。イノシシ活動再開の足跡。 
2/27 前日より冷え込み、田んぼ凍り、霜柱も。それでも鳥たちは活発。シロハラ、アカハラ、コジュケイ

の群れ、ウグイスの囀り。 
 

【イベントのお知らせ】主 催：ＮＰＯ法人 ちば環境情報センター 

連絡先：小西 TEL.090-7941-7655 ,E-mail ： yatsudasukisuki@gmail.com 

 
＜下大和田谷津田＞      

・第 287 回 下大和田ＹＰＰ「米づくり説明会・野草を食べる会」 
日 時：2023 年 ３月１８日（土） ９時 45 分～１２時 雨天中止   

場 所：下大和田 わいわい広場 

内 容：野草を食べる会と平行して、2023 年度の谷津田の米づくり説明会を実施します。 
持ち物：動きやすい服装、長靴、お弁当、飲み物、敷物 
 参加費：３００円（小学生以上） 
・森と水辺の手入れ  
日 時：2023 年 ３月１９日（日） ９時 45 分～１２時 雨天中止 

内 容：畦の補修作業など 

持ち物：長袖長ズボンの服装、軍手、帽子、飲み物、午後まで活動する方は弁当、敷物  
参加費：無料 

・第 288 回 ＹＰＰ「苗床作り・種まき」 

日 時：2023 年 ３月２５日 (土)  ９時 45 分～１4時 雨天決行 
内 容：田んぼに苗床を作って、３月 18 日に配布した種籾をみんなで播きます。 

持ち物：マスク着用、長袖長ズボンの服装、田んぼ用長靴、帽子、ゴミ袋、飲み物、弁当、敷物。 

参加費：米づくり年間参加者以外 300 円（小学生以上） 

・第 279 回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い 
日 時：2023 年 ４月 ２日（日） ９時 45 分～１２時 雨天決行 
内 容：春の花の季節到来です。ウグイスの囀りを聞きながら谷津を巡ります。 
持ち物：筆記用具、飲み物、長袖長ズボンの服装、長靴（通常の）、帽子、あれば双眼鏡、ゴミ袋 
参加費：100 円(米づくり年間参加者は無料） 
 

＜小山町谷津田＞ 

・第 213 回，214 回 小山町 ＹＰＰ「苗代作り」 
小学校田んぼおよび YPP 小山の苗代作りを行います。※小山での稲の生長の都合、苗代作りの作業日を接近して

設定しているため、２期分をまとめて告知いたします。 
日 時 :2023 年 ３月２５日(土)，４月 １日(土) １０時００分～ ☆小雨実施。 
場 所 : りんどう広場 
※ 一般の方の参加も若干名受付ます。 

参加ご希望の方は、赤シャツ親父 (e-mail; tomizo_i@nifty.com)までご連絡下さい。 
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